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第3表　　保育内容の領域構造についての一試案
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り，しだいに分化して6領域になっているのである。ここで，生活に対する言葉の混乱が生じてい
ることがわかる。この点における多くの理解の仕方は，子どもの全活動を広義の生活，子どもとし
て生きるうえに欠かせない活動を狭義の生活，そして，それ自体への興味が契機であるとともに，
目的ともなる活動をあそびとしている。この中の「生きるうえに欠かせない」ということばは，実
に抽象的である。いってみれば，生きるうえに欠かせないものは，「生活」にしろ「あそび」にし
ろ欠くことができないといってもよい。時実利彦氏は・生の営みの重層構造を，「生きている」とい
う受動的，植物的な生命の維持から，「生きていく」という能動的，動物的な生命活動を区別し，
さらに後者を「たくましく生きていく」本能的活動，「うまく生きていく」適応的活動，「よりよ
く生きていく」創造的行動という3つの段階に分けている。「本能的行動は欲望の満足をめざす天
性者であり，非選択的にそこにあるものをとる。適応行動は，目的に応じて手段をつくり出す技術
者であり，選択的に状況の変化に適応し受動的学習を行なうものである。創造的行動は，新しい価
値を追求し，それにあわせて目標そのものを変化する人格者であり，積極的に自然的・社会的環境
に働きかける」ものであると説明している。このように，生の営みを時実氏的解釈をすれば，「生
活」と「あそび」の2つの柱を論理的に把握することができるのである。
　いま一つの見方は，「生活」の重層構造は，lifeということばそのものにも現れていて，それは
一般に，①生命・いのち・生存（「生物生体が外界を同化し異化していくプロセス」）②生活・生
計・暮し（「一定の生活環境・一定の生活状況の下で，生活目的をもっとも合理的に達成するため
に，限りある生活力を按配していくこと」），③人生・生涯・世間（「自己実現や至高経験に迫ろ
うとする努力」）という三重の意味に用いられている。このように，「生活」を構造的に分類する
方法が，生活の理解につかわれているのである。
　したがって，機能的理解から構造的理解へという，いわば，不自然なかたちで「望ましいおもな活
動」を分化しているところに，保育実践の生活に対する認識不足を招くこととなっているのである。
　そこで，混乱している「生活」についてさらに定義を整理しておくことにする。「生活」という
ことばは，個人や集団や社会を論ずる場合に，頻繁に使われるのであるが，それを説明するとなる
と，なかなか容易ではない。試みに，生活を規定する二つをとりあげてみることにする。
　まず，大熊信行氏のそれは，「生活とは，生命の維持であり，その持続であり，生命のたえざる更
新の過程である。すなわち『生命の再生産』というものこそが生命の本質である」と規定している。
　つぎに，吉田民人氏は，生活とは，「個人にかかわる欲求の喚起と充足，目標設定と達成，統合
の形成と維持，価値の内面化と保持，および環境にかかわる財の供給と亨受，役割の期待と遂行，
結合と結成と維持，規範の規定と遵守，このような8つの構成機能（前のもの）と8つの遂行機能
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（後のもの）とが互いに調和促進，矛盾阻害しながら反復更新されるプロセスである」として，生
活を無数の生活行為（活動）からなりたっていると定義している。
　両者からいえることは，生命の維持，生命のたえざる更新の過程が，すなわち生活であると規定
されよう。そして，これらの点から，保育内容における活動領域は，田中未来氏の「保育内容の領
域構造についての一試案」（第3表）が適当と思われる。このような「生活」を支えるのが，保母
が実践するグループワークであり，これをよりよく展開していくことにより，望ましい保母像の姿
を見ることができる。
（参　考　文　献）
大熊信行　「生活構造論の反省のために」『国民生活研究』6巻5号，1967。P28
松原治郎　　『日本の社会開発』福村出版，1968。
青井和夫他　『生活構造の理論』有斐閣双書，ユ971。
全社協保母会編　　『保母ハンドブック』全国社会福祉協議会，1976。
厚生省児童家庭局　　『保育所保育指針』フレーベル館，1971。
岸井勇雄　　「保育における目的，目標，ねらいとは何か」　r現代保育』チャイルド本社，4月，1983。
豆　望ましい保母像の要件
　望ましい保母像の基本命題は，その職務とする保育所保育をみのり豊かなものとすることのでき
る人間像ということができる。望ましい保母像の要件として，つぎの3つを主たる範疇としてあげ
ることができる。
　まず第1に，保育の対象である乳児・幼児が，その可能性を芽生えさせていくことができるよ
う，子供の願いを適切に受けとめる豊かな感受性を備えていることである。それ慮，相手の人格を
尊重するという民主的人間のモデル的存在ともいえよう。このためには，民主主義の哲学を常に深
める人であることが望まれる。
　第2に，保育にかかわる諸科学を研さんしている高度の専門家的な資質を備えていることが望ま
れる。このことによって，自らが保育者であるという誇りを内に持つことができるとともに，外に
むかっては，子供の保護者に対し，安心して子供を保育所に入れる道を確立することができる。ま
た，わが身勝手なふるまいの保護者に対しては，誠意をもって，我が子のために何をなすべきかを
語り，その反省と改良を要請することができる。
　第3に，社会事象としてとらえる社会科学的な識見の持ちぬしであることを強く望みたい。それ
は，働くもの，とくに働く母親の在りかたについての正しい理解者とも，また，必要な助言者とも
なることのできる要件である。
　このようにして，保育者は今日の保育要請に正しくこたえながら，将来への展望を確かな歩み
で，専門職としての力をもち，保育を真に子供や社会のしあわせの基とすることができる，洞察力
と実践力とを兼備したひとであることを強く望まれるのである。
　とはいえ，現実に保母をめざして養成校に入学する学生の多くは，「子どもがすき」「ピアノが
得意」「保母へのあこがれ」「学力が適当」などといった類のものである。たとえば，「子どもが
すき」と思っている学生が，どれほど多くの乳児・幼児と接する機会があつたであろうか。否，乳
児・幼児ばかりではなく，さけざまな人間との直接的関わりが失われている。したがって，このよ
うなところにも，現代青年の変化が見られるので，かれらの特性をここで整理しておくことにす
る。
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皿　青年期とグループワーク
1．青年期の特性
　青年期の区分は）’一般におおむねつぎのように分類することができる。
　　青年前期……12歳～15歳（中学校の時期）
　　青年中期……15歳～18歳（高校の時期）
　　青年後期……18歳～23歳（大学の時期）
　そして，大きく思春期（青年前期），青年期（青年後期）ともいう。さらに，社会的規範からみる
と，18歳になれば児童福祉法の対象からはずされるとともに，「成人」映画の入場が可能となった
り，普通自動車免許が取得などできる。また，社会人と学生の分段される世代である。そして，20歳
は，選挙権という社会的権利と責任を負うことになり，健康に害があるとされる喫煙が許される。
　このように，青年期は，これまでの生理的な意味で性的活動に従事することのできなかった幼児
期や児童期とは異なり，自らの内部で大きな身体的な，特に性的な変化を経験しており，「もう子
供ではないんだ」という意識を強くもっているといえる。しかし，大人になるためには，もう少し
時間がかかることも十分意識しているようである。
　この頃は大人でも子供でもない，それでいて大人でもあり子供でもある年代といえるであろう。
つまり，身体は大人と同程度発達していても，大人と同様の行動期待をうけるなどといった，あい
まいでどっちつかずの期待が両者に働き，あるときは大人として，ある時は子どもとしての扱いを
受けることになるのである。
　こうした青年期の特微ある時期における，青年期の基本的生活課題は，一般につぎのようなもの
があげられている。
　①家族の監督からの独立
　②友人との適正な交際
　③異性との適正な接触
　④人生・価値感の確立
　⑤将来の生活設計
　これらの，生活課題が達成されて，はじめて望ましい大人としての仲間入りとされるのである
が，現代青年が果してこうした生活課題を達成すべき状況にあるのか，はなはだ疑問がつきまとう
ものである。そこで，おおまかではあるが，つぎに青年期の問題をあげることにしたい。
2．現代青年期の問題
　現代青年は，1960年代の日本経済における高度成長政策のひずみをひきずって生活しているとい
える。潜在的な競走と差別が存在する社会において，周囲からのさまざまな強い圧力の下で，順応
と反発を繰り返し，健全な集団的な力動が弱くなっているのである。それは，青年にあらゆる場面
における意思決定（decision　making）の機会と経験を減少させ，社会の中の自己と他者の存在を
確認させにくくしている。これによって，確固たる自己の主張をもたず，相手の人格をも尊重する
という民主的人間として深めていくことなく大人になるのである。
　また，学歴競走によって，モラトリアムな状況におかれた青年は，自らの意思にかかわりないと
ころで，人生の方向を指示され，学生であることによってまだ一人前ではないとされ，発言を制約
されるなかで，意欲を失っていくのである。これは，すべての世代に対して，自分の意見をいうこ
とを拒むばかりでなく，自分が「学ぶこと」そのものの意味を感じとれないで，何かをすることの
みにエネルギーを費やすことで満足する現実としてあらわれているといえる。
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　さらに，個性が尊重される文化の反面，大量生産文化の拡大攻勢にあい，結果として，個性が表
面化しないでいるため，自己および他者の個性の発見を困難にしているのである。
】V　青年期にとってのグループワーク
　望ましい保母の要件を充足させるためにも，現代青年の問題をふまえた，より高いグループワー
クが重要な意味をもってくるのである。青年期にとってのグループワークには，つぎのような課題
が導入されることが特徴である。
1．生きること
　人間の最も基本的要求は「生きる」ということであり，身体の「安全」を守ることは・われわれ
人間の基本的な要求の中でも極めて重要なものと考えられる。とくに，これからのながい人生をま
っとうするためにも，「生きる」ことの意味を知ることは重要である。
　そして同時に，どのように「生きる」かの目標を，高次に立って考えることができる環境を設定
する中から，自らの生き方の可能な拡がりを追求する姿勢をもてるものである。
　2．愛されること
　「誰かに愛されたい」「誰かにとって大切な存在でありたい」と望むことは，われわれ人間が生
涯求めてやまない願いであるといえよう。基本的要求というものは，人間の心理社会的な成長に欠
くべからざる要素であり，それが満たされている場合に，空気中の酸素のように大して有り難いと
も重要だとも思われないが，それが充分なければ大変なことになってしまう。
　たしかに，幼少時にどんな対人関係あるいは家庭内の雰囲気を味わったかが，われわれの性格の
形成の重要な因子になっていることは否定できないが，性格なり，人となりのすべてが幼少時の経
験だけで決められてしまうと考えるのも間違っている。どんな人も，その基本的な性格の型をもち
ながら，同時にたえずその性格は変化している。したがって，幼少時に充分与えられなかった対人
関係の要素，つまり心理的な栄養物を，児童期，思春期あるいは青年期にはいってから経験するこ
とにより，心の空洞状態を埋めることが可能である。
3．独立すること
　「私は大切な人間だ」，「自分は価値ある存在なのだ」，「私はやれるんだ」という自信や安心
は，自分のまわりの人たちとの交わりだけでなく，いろいろな技術や知識を身につけることからも
生まれる。この何かを学び憶えるという意欲と能力が，われわれをどのくらい支えてくれているか
わからない。
　他者に全く依存しなくてはならないということは，乳児のみならず誰にとっても大きな脅威であ
るにちがいない。したがって，子供たちは必死になって「自分の力」にたよって生きてゆくことを
学ぽうとする懸命な努力によって知識から知唐にと，子供は少しずつ依存から独立してゆくのであ
る。しかし，実際にはこの学習と独立の過程は，そうスムースには進まない。いくら青年があれこ
れ探検，冒険，実験しようとしても，親・教師の方は失敗や挫折をしたら大変とばかり「駄目，駄
目」「甘い」といった戒厳令を布いてしまう。「私は大切な人間だ」，「自分は価値ある存在なのだ」，
「私はやれるんだ」という自信や安心をもたせることによって，独立を促すことができるのである。
4．人間関係の重要性
人間はある程度の段階まで成長すると，自分で食べたり，排泄したりできるようになることはも
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ちうん，職を見つけて収入を得，それによって物質的には充分なものを手に入れることができ，乳
児期のように生命の危険にさらされたり，それからくる不安にさいなまれることはなくなってく
る。この社会に住むかぎり，たった一人で生きてゆくということはありえない。
　人間は成熟するにつれて，そのエネルギーをただ単に自分の存在のためだけでなく，誰かを愛
し，家庭を築き，同時に職場やいろいろの活動を通じて社会的に意義のある生活をしたいと願うよ
うになつてくる。もちろん，こうしたことはその当人だけの力でできるものではなく，周囲が彼ら
の社会的な活動にどのような反応をしめし，本人がどのような満足を感ずるかということに左右さ
れるところが多い。
　このように，個人を指導するカウンセリングであれ集団活動を指導するグループワークであれ，
青年リーダーは，児童期のように家庭から一歩外に足を踏み出して仲間の中にはいり，少しずつ両
親のもとを離れて仲間の生活になじんでゆこうとする子供には，父母の代りになってその不安を解
消し，思春期や青年期のように独立と依存の葛藤にさいなまれ，自分の性的衝動と攻撃性をもてあ
ましている若者に対しては，その相談相手となり，また建設的な活動を一緒に計画し実行し，すぐ
に手本になれるように身近に感ずることのできる男性像や女性像を与えるといった重大な使命をも
っている。そして，さらに，彼らに欠けている要素であるならぼ，その穴埋めをするために父親的
役割，母親的役割といった各種の役割を演じてゆかなくてはならない。
　そのためには，青少年がその年齢に応じてどのような経験を求めているか，どんな段階にいるか
を充分に見きわめる理解力と判断力，そして暖かく接することのできるリーダーの態度と人柄，リ
ーダーとしての知識が極めて大切である。
（参　考　文　献）
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